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1．韓国語用言の活用
韓国語の用言活用は、動詞と形容詞を対象として論じる2。活用とは、用
言の語幹に文法的機能に対して、多様に表示するための言葉が付いて文章の
性格を変えることと定義される。（南基心・高永根, 1985）韓国の国語文法に
おいて、用言は語幹（stem）と活用語幹（ending）で構成されており、活用語尾
（ending）は先語末語尾（preﬁnal ending）と 語末語尾（ﬁnal ending）に、 先語末 
語尾（preﬁnal ending）は、恭遜－時制－叙法の接尾辞（suﬃx）で、語末語尾は文
終結の接尾辞でなされている。
語幹（stem） + 先語末語尾（preﬁnal ending） + 語末語尾（ﬁnal ending）
［語根+使動/被動（受け身）接辞］ 恭遜－時制－叙法  終結
잡히  （시） （었） （겠）  다
これに対して、日本における韓国語教材の用語処理は、非常に多様である。
本稿では、次の代表的な教材を中心に検討する。この教材を分析する理由は、
他の教材に比べて、文法の説明が充実であり、著名な韓国語学者によって書か
れた本であることに注目する。
1） 本稿は、松山大学2006年度特別研究助成金によって書かれたものである。
2） 本稿において、指定詞と存在詞に関する議論は除外する。
（aﬃx）
 ① 生越直樹他 （2000）, 『ことばの架け橋』白帝社.
 ② 油谷幸利他（2000, 2003）『総合韓國語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』白水社.
 ③ 野間秀樹（2002）『至福の朝鮮語』朝日出版社.
生越（2000：33）では、動詞活用の説明に関連して、語幹+α（その後ろにつ
いてくる語尾）に分けて説明している。
母音語幹＋ㅂ니다/子音語幹＋습니다
ポイント：用言には母音語幹と子音語幹がある。それによって語尾の形が違うことがある。
油谷（2003）は、語幹と補助語幹、語尾の三つに区分して動詞活用を説明して
いる。
語幹：用言の原形から語末の‐다を取り除いた残りの部分をいう。（Ⅰp.36）
尊敬補助語幹 ‐시‐ ： 日本語の尊敬を示す「れる、られる」に相当する補助語幹として
‐시‐がある。（Ⅱp.10）
これに対して、野間（2002：63）は語基と語尾で説明している。
用言は＜語基＋語尾＞という形で現れる。
用言が実際に用いられるときには＜잡아（つかみ）+요（ます）>のように、基本的に＜単語
の本体＋後続部分＞という形で現れる。
ここでよくみると、生越（2000）・油谷（2003）の説明方式と野間（2002）の説明
方式に差異があることがわかる。本稿では、この三人の学者が韓国語の文法を
説明したことに対して、韓国語の文法教育における有用性の側面を中心に考察
してみる。
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と名詞形語尾, 連結語尾などが該当する。
非終結語尾 連結語尾 ‐고, ‐나, ‐지만, ‐면서,‐거나,‐ 든지, ‐니（까）, 
‐므로, ‐어（서）, ‐느라고, ‐면, ‐거든, ‐어야, ‐면, 
‐니,　‐는데, ‐ㄴ데,　‐어서, ‐어도, ‐더라도, ‐
려고, ‐고자, ‐러,　‐도록, ‐게, ‐다가, ‐자（마자）, 
‐ㄹ수록　等
補助的連結語尾 ‐아, ‐어, ‐게, ‐지, ‐고
転成語尾 冠形形語尾 現在: ‐는（動詞）　‐ㄴ（形容詞）
過去: ‐ㄴ（動詞）
未来: ‐ㄹ（動詞, 形容詞）
名詞形語尾 ‐ㅁ, ‐기
3．用言と不規則の活用
活用は、用言の語幹に語尾が付くことで、活用形の形態が語幹の形態と語尾
の形態から音韻論的条件による変動が予測可能な場合もあり、予測が困難な場
合もある。「不規則の活用」は活用形の形態が予測可能な場合に該当し、音韻論
的条件による予測可能な規則用言になれない一部の特定な用言を「不規則用言」
と呼ぶ。動詞と形容詞の不規則の活用は、大きく語幹の不規則と語尾の不規則
にわけることができ、語幹と語尾が共に不規則の活用を行うことの三つの類型
がある。
（1）語幹の不規則性
① ㄷ/ㄹ-不規則（T/L Irregular）: ㄷパッチムで終わる一部の動詞の中で、
母音（媒介母音'으 'を含む）から始まる文法の形態と結合する際、パッチムㄷが 
ㄹに変わることを意味する。これは動詞のみで現れる。
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ることを意味する。
該当用言 ㅅパッチムで終わる一部の動詞6 動詞: 잇다（結ぶ）, 짓다（作る）, 낫
다（治る）
形容詞: 낫다（勝る）
不規則条件 母音（媒介母音'으 'を含む）で始まる文法形態の前
活用プロセス 잇+으면 → 이으면    잇+어서 →이어서
その他の子音ではじまる文法形態と結合する場合は、「잇다, 잇고, 잇지, 
잇네, 잇니, 잇느냐」のように形態変動がない。
④ 르-不規則（L Irregular）
‘르’で終わる用言は、大体‘ ‐어’ではじまる文法要素と結合する際、르の
‘ㅡ’が縮みながら ‘ㄹ’がついてくるようになる。‘부르‐’が ‘‐어’と結合す
ると、‘부르+어→ 불ㄹ+어→ 불러’のようになることである。 
該当用言 ‘르’で 終
わ る ほ と
ん ど の 用
言
動詞: 부르다（呼ぶ）, 누르다（押す）, 흐르다（流れる）, 이르
다（申す）, 기르다（飼う）, 마르다（乾く）, 바르다（塗る）, 자
르다（切る）, 오르다（上がる）, 모르다（知らない）, 고르다
（選ぶ）
形容詞: 게으르다（無精だ）,다르다（異なる）, 빠르다（早い）
不規則条件 어, 어서, 어라, ‐었‐などの文法形態の前
活用プロセス 부르+어→불ㄹ+어→불러   고르+어→  골ㄹ+었→ 골랐
⑤ ㄹ -不規則用言（L/∅ Irregular）
ㄹパッチムが一部の文法形態と結合する際、脱落することを意味する。ㄹ
パッチムで終わる用言は後にくる文法形態の初声が‘ㄴ,ㅅ,오,ㅂ,パッチムㄹ’
6）  「입다（着る）, 잡다（つかむ）, 접다（折る）, 씹다（かむ）, 업다（おんぶする）, 좁다（狭い）」
などは規則用言である。
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など、特定の音韻である場合、ㄹパッチムが自動的に脱落される。すなわち、
音韻論的条件によってパッチムㄹが脱落されることなので、韓国の学校文法で
はㄹ脱落用言と呼ぶ。
該当用言 パッチム
が‘ㄹ’で
終わる用
言
動詞: 알다（知る）, 살다（暮らす）, 날다（飛ぶ）, 울다（泣く）, 
불다（吹く）, 놀다（遊ぶ）
形容詞: 달다（甘い）, 길다（長い）, 가늘다（細い）, 멀다（遠い）
不規則条件 ‘ㄴ,ㅅ,ㅂ,오, パッチムㄹ’の文法形態が後ろに来るとき
活用プロセス 알+는 → 아는       알+시오  → 아시오  알+ㅂ니다→ 압니다 
알+오 → 아오       알+ㄹ　거예요 → 알　거예요
（2）語尾の不規則性
⑥ 러-不規則： 르で終わる用言の中で、‘‐어’で始まる文法要素と結合す
る際、語幹はそのまま残り、ㄹが付いて‘‐어’がそのまま維持され‘러’に変動
する。
該当用言 푸르다（青い）, 이르다（至る）
不規則条件 ‘어, 어서, 어라, 었’などの文法形態が後ろに来るとき
活用プロセス 푸르+‘어, 어서, 어라, 었’→ 푸르러, 푸르러서, 푸르러라, 푸르렀
⑦ 여-不規則：‘하’で終わる用言は、大体‘‐어’で始まる文法要素と結合す
る際、‘‐어’ではなく、‘여’に変動するようになる。
該当用言 하다（する）
‐하다 : 운동하다（運動する）, 공부하다（勉強する） / 따뜻하다（暖かい）, 
시원하다（涼しい）
不規則条件 ‘어, 어서, 어라, 었’ などの文法形態が後ろに来るとき
活用プロセス 하+‘어, 었, 어라’→ 하여, 하였, 하여라
운동하+‘어, 었, 어라’ → 운동하여, 운동하였, 운동하여라
日本語話者における韓国語の用言活用指導に関する一考察 １３１
⑧ 우-不規則：‘푸’で終わる用言が‘‐어’とあわせる際、‘ㅜ’が縮む。
該当用言 푸다（汲む）
不規則条件 ‘어, 어서, 어라, 었’ などの文法形態が後ろに来るとき
活用プロセス 푸+‘어, 어서, 었다, 어라’→ 퍼, 퍼서, 펐다, 퍼라
⑨ 거라-不規則：‘가다, 자다, 일어나다, 자라다’に限定された不規則の活
用で、命令法‘‐어라’の前のみに使われており、次のように活用される。
該当用言 ‘가다（行く）, 자다（寝る）, 일어나다（起きる）, 자라다（育つ）’
不規則条件 ‘어라’の命令形の前のみ
活用プロセス 가+‘어라’→ 가거라, 자+‘어라’→ 자거라
⑩ 너라-不規則：‘오다’に限定された不規則の活用で命令法‘‐어라’の前の
みで使われており、次のように活用される。
該当用言 ‘오다’（来る）
不規則条件 ‘어라’の命令形の前のみ
活用プロセス 오+‘어라’→ 오너라
⑪주다-不規則：‘주다’に限定された不規則の活用に与格助詞の1人称体言
が付き、命令法の‘‐어라’が来る際、その形態を変える。
該当用言 ‘주다’（あげる）
不規則条件 나（私）에게（与格）  ‘어라’の命令形の前のみ
活用プロセス 주+‘어라’→ 달라
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{어서}、{지만}の場合、‘‐（으）면’、 ‘‐아/어서’、 ‘‐지만’などで表示し、先
行語幹のパッチムの可否、母音形態などによって、この形態の有無を明らかに
する表記方法をとっている。
韓国の外国人に対する韓国語教育では、語尾を中心とする三つの種類の表記
方法に分けて提示している。（許ヨン他, 2005:259）
語尾の種類
1 群語尾（子音で始まる語尾） -고, -지, -는, -게 など
2 群語尾（母音で始まる語尾） -아서/어서, -았/었/였- など
3 群語尾（‘으’系列語尾） -（으）며, -（으）면, -（으）니, -（으）려고 など
日本の韓国語教材で見られる表記方法について、生越（2000）は、母音子音
系, 陰陽系, 固定系で区別し、学習者にどのような語尾の形態が結合されるか
を提示している。
해요体の叙述・疑問 : 用言語幹+아요（陽+）/어요（陰+）/여요（하+） :  陰陽系 （p.59、10課）
用言語幹＋세요（母+）/으세요（子+） 子音母音系 （p.65、11課）
動詞語幹+는데（는데요）［婉曲］ 固定系 （p.67、11課）
油谷（2003）は、母音語幹,ㄹ語幹,子音語幹を最初から区別し、ㄹ語幹が規則
活用をする点を強調しており、陽語幹と陰語幹で区別して説明を行った。形態
が変わらない語尾は、語尾をそのまま表示する方法で処理した。
勧誘（p.87、Ⅱ-12課）
母音語幹  만나다（会う） → 만납시다（会いましょう）
  가다（行く） → 갑시다（行きましょう）
ㄹ語幹 +ㅂ시다 만들다（作る） → 만듭시다（作りましょう）
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  불다（吹く）→ 붑시다（吹きましょう）
子音語幹 +읍시다 받다（受け取る）→ 받읍시다（受け取りましょう）
  앉다（座る）→ 앉읍시다（座りましょう）
理由と前提動作の語尾　–아서/-어서（p.36、Ⅱ-5課）
陽語幹 ＋아서 보다 見る →보아서 → 봐서　見て
  달다 甘い → 달아서　甘くて
陰語幹 ＋어서 뛰다 跳ぶ → 뛰어서　跳んで
  넓다 広い → 넓어서　広くて
接続語尾 –고（p.42、Ⅱ-6課）
常に語幹に接続する。
野間（2002）における特徴は、何よりも「語基」という用語の導入である。用言
活用の正確性を追及するため、「語基」自体に対する学習に多くの紙面を与えて
いる。（10課、pp.63-68）その具体的な内容は次のようなものである。（p.65）
子音語幹 母音語幹
辞書形 잡다 입다 보다 주다
つかむ 着る 見る 与える
第Ⅰ語基 辞書形から –다を除いた形 잡- 입- 보- 주-
第Ⅱ語基 子音語幹には‒으をつけ、母音語
幹には何もつけない形
잡으- 입으- 보- 주-
第Ⅲ語基 語幹に–아もしくは-어をつけた
形.（語幹最後の母音がㅏもしくは 
ㅗなら–아をつけ,それ以外なら
‒어をつける）
잡아- 입어- 보아-
［봐-］
주어-
［줘-］
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子音語幹か母音語幹かによって、第Ⅱ語基の作り方だけが異なる。子音語幹
の場合のみ-으をつけるわけである。第Ⅲ語基は–다をとった語幹の最後の
母音に着目し、その母音がㅏもしくはㅗなら-아をつける。このㅏとㅗ、2つ
の母音を陽母音という。陽母音は同じ陽母音を要求するわけである。語幹最後
の母音が陽母音でなければ、陰母音-어をつける。これが母音調和という。
したがって、第Ⅰ語基, 第Ⅱ語基, 第Ⅲ語基を説明しながらも、子音語幹, 母音
語幹, 陽母音, 陰母音などの全てを説明しなければならない剰余的要素が介入され
ている。特に、過去先語末語尾の提示を調べてみると、懸隔な差異がみられる。
生越（2000） （p. 72, 12과）
用言の 過去形  陰陽系  用言語幹+았/었/였
油谷（2003） （p. 106, Ⅰ-14과）
過去時制補助語幹 –았-/-었- 
語幹+過去時制補助語幹+丁寧語尾
語幹 原形 語幹+過去時制補助語幹+丁寧語尾
陽語幹 보다（見る） 보+았+습니다/ 보았어요
陰語幹 먹다（食べる） 먹+었+습니다/ 먹었어요
参考： 하変則用言は変則的な形になるので注意すること
공부하다 → 공부했습니다/공부했어요
野間（2002） （p. 144, 20과）
Ⅲ‐ㅆ‐の活用 ［過去接尾辞］ 
Ⅰ） ‐ㅆ‐ Ⅱ） ‐ㅆ으‐ Ⅲ） ‐ㅆ어‐
接尾辞で文を終わらせることはできず、この接尾辞の後ろには必ず何らかの語尾をつけて
用いる：
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+는데（는데요）［婉曲］ 
（11課）
感嘆の語尾
‐네요（Ⅱ-1課）
Ⅲ-ㅆ-［過去接尾辞］
（19課）
用言の過去形+았/었
/였（12課）
尊敬補助語幹 ‐시‐（Ⅱ
-2課）
Ⅰ-고 있다［動詞の ア
スペクト:動作の持続・
進行］（21課）
動詞の進行形+고 있다
（13課）
‐고 있다（Ⅱ-3課） Ⅰ-겠-［未来判断］（21
課）
未来・意志形+겠（14課） ‐아/어 보다/ 주다/드
리다（Ⅱ-9課）
Ⅰ-는데요 , Ⅱ-ㄴ 데
요［婉曲］（23課）
+ㄴ 데（ㄴ 데 요）（母+）
/은데（은데요）（子+）（14
課）
大過去（Ⅱ-9課）
+았았+, +었었+
Ⅱ-십시오, Ⅱ-세요［目
上の人への命令］（23課）
動詞連用形+아/어/여 
있다［動作の結果・状態］ 
（15課）
勧誘（Ⅱ-12課）
母音語幹,ㄹ語幹+ㅂ시
다 , 子音語幹+읍시다
Ⅲ 주십시오 , Ⅲ 주세요
［目上の人への依頼］（23
課）
動詞連用形+아/어/여 
드리다［謙譲］ （15課）
下称体（Ⅱ-13課）
形容詞+다
動詞+ㄴ다/+는다
Ⅲ 있다［動詞の アスペ
クト: 結果の持続］（23
課）
지요（죠） （15課） ‐ㄹ까요? （Ⅲ-4課） 한다体（下称形）（24課）
母音語幹　ㄹ語幹
Ⅱ-는다（는가? ）
子音語幹　Ⅰ-는다（는
가?）
+십시오（母・ㄹ語幹+）
/으십시오（子+）［命令
形,합니다体］ （16課）
命令（Ⅲ-4課）
‐시+어요>‐셔요>‐세
요
‐시+ㅂ시오>‐십시오
Ⅰ-자 , Ⅱ-ㅂ시다（24
課）
+고 싶다［希望］ （17課） 婉曲・感嘆・非難の語
尾（Ⅲ-5課）
‐는데요/　‐ㄴ데요
Ⅲ-야 하다/되다［当為］ 
（24課）
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+아/어/여 보다（17課） 下称（疑問・命令・勧誘） 
（Ⅲ-6課） 
疑問：+니 /냐　+으니
/으냐
命令：+아라/+어라
勧誘：+자   
+ㄹ까요（母・ㄹ語幹+）
/을까요（子+）［相手の
意向・意見を尋ねる］ 
（18課）
意志表明の語尾
–ㄹ게요（Ⅲ-6課）
아/어/여 버리다（19課） 間接疑問（Ⅲ-8課） +ㄴ
가・+는가/나
+ㄹ게요（母・ㄹ語幹+）
/을 게 요（子+）［意 志］ 
（20課）
バンマル（Ⅲ-8課） +아
/어
感嘆形 –군요（Ⅲ-9課）
叙述の補助素の項目と関連しては、生越が17個の項目を、油谷が初級11個、
中級－1で8個を提示している。野間は、「語基」の説明を除外すると、13個を提
示している。
② 非終結文法機能素 
生越 油谷 野間
非終結 
文法 
機能素
連用形-아/어/여（10課） 連用形 –아/어（Ⅱ-1課） Ⅰ-지만［反意を表す接
続形］（15課）
+아서/어서/여서［原因,
動作の先行］ （12課）
動詞の現在連体形　+
는（Ⅱ-3課） 
Ⅰ-고［並列と先行を表
す接続形］ （15課）
動詞の現在連体形 +는
（13課）
動詞の過去連体形（Ⅱ-4
課）
+ㄴ/은
Ⅱ-니까［理由を表す接
続詞］（19課）
動詞の過去連体形 +ㄴ
（母+）/은（子+） （13課）
理由と前提動作の語尾 
–아서/-어서（Ⅱ-5課）
Ⅲ-서［原因］, ［動作の
先行］, ［様態］（21課）
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動詞の未来連体形 +ㄹ
（母+）/을（子+）（13課）
接続語尾 –고（Ⅱ-6課） Ⅰ-기 때문에 , Ⅲ-ㅆ
기 때문에 ［強い理由］
（21課）
動詞の回想連体形 +던
（13課）
意図の語尾 –려고（Ⅱ
-7課）
Ⅰ-는 , Ⅱ-ㄴ［現 在 規
定連体形］（22課）
+니까（母+）/으니까（子
+） （13課）
未来連体形（Ⅱ-8課）
+ㄹ/ ZERO /을
Ⅱ-면［条件, 仮定］
（22課）
+러（母+）/으러（子+）
［動作の目的］ （13課）
逆接の語尾 –지만（Ⅱ
-13課）
Ⅲ-도［反意］（22課）
形容詞の 現在 連体形 
語幹+ㄴ（母+）/은（子+） 
（14課）
未 来 連 体 形 때, 았을
/었을 때（Ⅱ-15課）
Ⅱ-ㄴ［過 去 完 成 連 体
形］（23課）
形容詞の 未来 連体形 
語幹+ㄹ（母+）/을（子+） 
（14課）
理由,目的の表現: 기 때
문+에, 기 위 해（서） 
（Ⅱ-16課）
Ⅱ-ㄹ［予期連体形］（24
課）
過去 連体形 語幹+던
（14課）
定義語尾 –면（Ⅱ-16課） Ⅱ-ㄹ 때（24課）
+면（母・ㄹ語幹+）/으
면（子+） （15課）
並行動作と逆接の語尾 
–면서（Ⅲ-2課）
Ⅱ-ㅁ［蓋然名詞形］（24
課）
+고［並列,動作の先行］ 
（16課）
目的 –러（Ⅲ-7課）
+지만 （18課） 義務–아야/어야 하다
/되다/겠다（Ⅲ-7課）
+면서（母・ㄹ語 幹+）
/으 면 서（子+）［同 時］ 
（18課）
理由 –（으）니까（Ⅲ-11
課）
譲 歩 –아 도/어 도（Ⅲ
-11課）
逆 接 の 語 尾　–는 데
/ㄴ 데（Ⅲ-13課）
非終結文法の機能素と関連して、生越は15個の項目を、油谷は初級11個、中
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級-1で6個を提示している。野間は12個を提示している。
③ 不規則活用
生越 油谷 野間
不規則
用言
ㄹ語幹の用言（15課） 하変則用言（Ⅰ-10課） 하다用言（10課, 15課）
ㅅ変則用言（16課） ㄹ活用の用言（Ⅱ-7課） ㄹ活用の用言（18課）
ㅂ変則用言（17課） 으変則（Ⅱ-15課） 르変則活用の用言（18
課）
ㄷ変則用言（18課） ㅂ変則（Ⅲ-2課） 으語幹の用言（21課）
ㅎ変則用言（19課） 르変則（Ⅲ-7課） ㅂ変則用言（22課）
르変則用言（19課） ㅎ変則形容詞（Ⅲ-9課） ㄷ変則用言（22課）
으変則（20課） ㄷ変則（Ⅲ-12課） ㅅ変則用言（22課）
ㅅ変則（Ⅲ-13課）
러変則用言（Ⅲ-16課）
生越、油谷、野間は、全てのㄹ語幹の用言活用を規則活用で説明している。
「으」に関して、生越と油谷は変則として、野間は規則活用として説明した。不
規則活用に関しては、生越が「ㅅ, ㅂ, ㄷ, ㅎ, 르」の5つの不規則を初級段階
教材で紹介しており、油谷は初級段階で‘하’変則を提示し、「하여」で活用する
ことのみで説明した。中級-1段階で 「ㅂ, 르, ㅎ, ㄷ, ㅅ, 러」などを紹介し、
不規則の活用項目を中級段階で提示することは、段階上遅れているように感じ
られる。野間は「하다」を語彙の特徴として説明し、「하여と 해」を文語体と口
語体の区別で説明を行った。その他、「르, ㅂ, ㄷ,ㅅ」の4つの不規則を紹介
している。特に、目立つのは、生越と野間の教材の後半部に一つの課に二つ以
上の不規則の項目がいっぺんに提示する傾向がみえることである。
韓国の韓国語の教材に現れる不規則の用言に対する研究はチョ・ナンミン
（2002：292－294）でよく表れている。チョ・ナンミンは、「하다, ㄹ, ㅂ, 르, 
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가다, 으, 오다, ㅎ, ㅅ, ㄷ, 러, 주다」などの12種類の不規則の用言の類型
において、一般の国語テキストで頻度が最も高い不規則の用言の類型は「하다, 
ㄹ, ㅂ, 르, 가다, 으, 오다, ㅎ」 順であると明らかにした。次は、チョ・ナ
ンミン（2002：295）が明らかにした韓国語教育用不規則用言の提示順番を再び整
理したものである。
하다 ㄹ ㅂ 르 가다 으 오다 ㅎ ㅅ ㄷ 러 주다
서울대 1-24 1-10 1-16 1-19
연세대 1-6 1-6 1-5 1-7 2-19 1-6 1-5
고대 1-17 1-18 2-1 1-16 2-14 2-4 2-9
경희대 초-10 중-2 중-2 중-2 초-18 중-2 중-2 중-2
この分析をよくみると、韓国で出版された韓国語の初級教材では「ㄹ, 으」を除
外して、「ㅂ, 르, ㅎ, ㅅ, ㄷ」が代表的な不規則の活用として表れている。生越と
野間の教材に現れた項目とほぼ一致すると考えられる8。一方、油谷は、初級段
階で不規則の活用の項目が目立つように提示しており、叙述補助素と非終結文
法の機能素に対する提示量も他の教材に比べ、非常に少ないことがわかる。
5．結　　　論
日本で出版された代表的な韓国語の教材における用言活用に対する指導の内
容は次のような特徴で整理できる。
第一に、用語使用が統一的ではない。最も特徴的な点は、用言活用を語幹＋
8） 三つの教材に表れた用言活用の初級段階の提示項目を比較し、提示すると次のようになる。
生越 油谷 野間
叙述補助素 17 11 13
非終結文法機能素 15 11 12
不規則用言 7 3 7
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の例である。
 
たとえ、この変則用言を視覚的資料を通じ、習得したとしても、そうではな
い正則の用言がもっと多いから、指導の効率性と経済性に疑問が残る。恭遜時
制形と過去形、未来時制形に対するそれぞれの語基指導の例示においても、指
導の過剰な性格を持っていると言えよう。
 
このような視覚的資料は語基を中心とした教材を指導するには、良い効果が
あるかもしれないが、作為的なパズル式の活用指導が主となって、韓国語の教
育がパズル式の遊びのみで終わるという危険性をはらんでいると考える。
一方、ㅂ不規則、르不規則、ㅎ不規則の場合は、第Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ 語基で説明す
る視覚資料が非常に有用なものになると考える。その理由は、次のような類型
の不規則の用言が複雑で論理的説明より視覚的効果のほうが必要であるからだ。
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また、中級以上の学習者に変則用言の学習を完璧に習得させるには効果的で
あると思われる。
第三に、여不規則の活用に対して、生越では説明が見当たらないし、油谷は
하変則で設定し 、「하다→하여요→해요」で 規則的形態に変わると説明してい
る。一方、野間は하다用言で説明して、「하여‐」で活用する場合、硬い文章体
として使われ、普通「해‐」で使われていると説明している。野間の場合は、「여
不規則活用」に対して、不規則ではなく、語彙情報と話用論的情報を同時に提
示する記述方法を取っている。
第四に、初級段階で提示される用言の不規則活用と関連する項目の量と配分
の問題である。使用頻度が多くない、あるいは語彙の特質で処理できる不規則
活用項目「‐거라不規則、‐너라不規則」などが入っていないことは、正しいこ
とであるが、初級段階の後半部に一課で用言活用の項目を二つ以上配分するこ
とは、教育的に効率的ではない。
現在、日本人学習者に行われている用言活用指導の最も大きな問題点は、韓
国語教育のための文法用語が、統一性を欠如している点である。長い伝統を
持っている日本語教育のような統一的で体系的な、あるいは合意をなした文法
用語の使用を基本にする韓国語の文法教育が切に要求される。
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